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わ 
 
 

り
ん 

 
 

こ 

地
域
に
開
か
れ
た
施
設 

入
居
者
、
家
族
、
施
設
、
地
域
の
み
ん
な
で
作
る
福
祉
を
！ 

老
人
と
共
に
生
き
が
い
を
見
い
出
す
生
活
を 

社
会
福
祉
法
人 

阪
神
共
同
福
祉
会 

園
田
苑 

一
、 

 

二
、 

 

三 

 

８
月
26
日
土
曜
日
。
園
田
苑
に
入
職
し
て
、
初

め
て
の
夏
祭
り
で
も
あ
り
、
準
備
と
司
会
担
当
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
園
」
の
メ
ン
バ
ー
の
他
に
も
、
今
年

の
４
月
に
若
王
寺
に
移
転
し
て
来
た
（
園
田
苑
か

ら
歩
い
て
５
分
）
尼
崎
健
康
医
療
財
団
看
護
専
門

学
校
の
生
徒
さ
ん
が
12
名
駆
け
付
け
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

夏
祭
り
は
天
空
さ
ん
の
和
太
鼓
か
ら
始
ま
り
、

中
村
理
事
長
の
挨
拶
、
職
員
が
準
備
を
し
た
屋
台
、

特
養
家
族
会
に
よ
る
ゲ
ー
ム
、「
園
」
に
よ
る
手
作

り
お
菓
子
と
盆
踊
り
、
河
合
施
設
長
の
挨
拶
、
そ

し
て
苑
庭
で
開
か
れ
た
花
火
大
会
で
今
年
の
夏
祭

り
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

 

園
田
苑
の
１
月
３
日
と
い
え
ば
、
こ
ち
ら
も
毎

年
恒
例
の
「
お
せ
ち
の
会
」。 

今
年
も
園
田
苑
支
援
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
日
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
園
田
南
地
域
包
括
主
催
の
地
域

の
皆
さ
ん
に
向
け
た
定
例
の
催
し
に
普
段
参
加
し

て
下
さ
っ
て
い
る
方
々
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。 

今
年
の
変
わ
り
種
料
理
は
、
「
し
し
鍋
」
。
職
員

持
ち
寄
り
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

な
ど
も
並
び
ま
し
た
。 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
を
利
用
し
て
下
さ
っ
て
い
る
イ

ノ
さ
ん
は
、
着
物
を
バ
ッ
チ
リ
と
着
こ
な
し
て
の

ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
ハ
レ
の
日
に
着
物
を
着

る
、
そ
の
姿
勢
に 

学
ば
せ
て
頂
く
こ 

と
は
多
い
と
思
い 

ま
す
。 

司
会
の
清
水
ケ
ア
マ
ネ
に
よ 

る
持
ち
込
み
企
画
の
「
ロ
シ
ア 

ン
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」
で
は
、 

物
部
セ
ン
タ
ー
長
の
普
段
は
見 

ら
れ
な
い
表
情
で
笑
わ
せ
て
頂 

き
、
こ
れ
は
春
か
ら
笑
福
万
来
、 

縁
起
の
良
い
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

  

 

震
災
復
興
公
営
住
宅
（
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
）

を 

再
考
す
る
時
期  

理
事
長 

中
村
大
蔵 

 

 

新
年
早
々
に
起
き
た
痛
ま
し
い
事
故
。 

阪
神
淡
路
大
震
災
の
復
興
住
宅
と
し
て
建
設
さ
れ

た
、
久
々
知
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
市
営
）
で
火

災
が
発
生
し
、
独
居
の
女
性
（
88
）
が
死
亡
し
た
。 

 

こ
の
住
宅
は
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と
し
て

鳴
り
物
入
り
で
建
設
さ
れ
た
。
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
と
は
、

そ
こ
の
住
人
が
団
ら
ん
室
な
ど
共
有
空
間
を
利
用
し

て
ふ
れ
あ
い
、
時
に
は
一
緒
に
食
事
を
す
る
な
ど
、

協
同
で
暮
ら
し
を
楽
し
む
生
活
様
式
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
各
部
屋
に
風
呂
が
あ
っ
て
も
、
広
い
共
同
浴
室

ま
で
増
設
し
た
。 

 

だ
が
、
入
居
が
開
始
さ
れ
た
一
九
九
九
年
か
ら
今

日
ま
で
、
最
初
の
わ
ず
か
の
時
期
を
除
き
そ
の
よ
う

な
風
景
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。 

 

そ
も
そ
も
、
高
齢
者
専
用
住
宅
と
し
て
建
設
さ
れ

た
シ
ル
バ
ー
と
前
述
し
た
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
が
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら

ず
合
体
さ
せ
た
こ
と
に
問
題
が
あ
っ
た
。 

 

し
か
も
、
当
初
配
置
さ
れ
て
い
た
Ｌ
Ｓ
Ａ
（
生
活

援
助
員
）
制
度
は
行
財
政
の
ひ
っ
迫
下
で
、
そ
の
任

務
は
大
き
く
制
約
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
一
方
、
入

居
者
の
高
齢
化
と
孤
立
は
ま
す
ま
す
深
刻
な
問
題
と

し
て
増
大
し
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
も
震
災
は
風
化
し
て
い
る
。
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
の
あ
り
よ
う
を
も
う
一
度
考
え
直
す
時
期
で
あ

る
。 

２
０
１
８
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

良
い
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
中
、
元
旦
恒
例
の
新

年
の
会
を
行
い
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
の
食
卓
に
は
、
厨
房
職
員
が
年
の
瀬
に

腕
に
よ
り
を
か
け
て
作
っ
た
お
せ
ち
料
理
が
並

び
ま
し
た
。
今
年
は
、
少
し
趣
向
を
変
え
て
、
お

ひ
と
り
様
専
用
お
せ
ち
を
皆
さ
ん
の
数
だ
け
用

意
し
て
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
が
使
う
祝
箸
は
、
今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
園
」
の
岡
田
さ
ん
特
製
で
し
た
。 

例
年
通
り
の
朝
昼
ご
は
ん
兼
用
の
お
せ
ち
料

理
と
い
う
こ
と
も
手
伝
っ
て
か
、
多
く
の
方
が
ペ

ロ
っ
と
ご
自
分
の
分
を
召
し
上
が
ら
れ
ま
し
た
。 

眩
し
い
ぐ
ら
い
の
陽
光
の
中
、
皆
さ
ん
の
お
顔

を
見
な
が
ら
迎
え
た
元
旦
。
今
年
も
皆
さ
ん
に
と

っ
て
、
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

   

１
月
１
４
日
阪
神
医
療
生
協
小
中
島
支
部
の
新

年
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
、

入
居
者
と
職
員
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
年
は
清
海
さ
ん
と
御
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
園
田
苑
で
も
お
馴
染
み
の
「
祥
の
会
」（
大
正

琴
の
グ
ル
ー
プ
）
の
伴
奏
に 

合
わ
せ
て
「
一
月
一
日
」
を 

歌
っ
た
り
、
抽
選
会
の
く
じ 

を
引
い
た
り
、
最
後
は
皆
さ 

ん
で
輪
に
な
り
、
炭
鉱
節
を 

踊
り
ま
し
た
。 

清
海
さ
ん
も
「
踊
る
わ
」
と 

踊
り
の
輪
に
入
ら
せ
て
い
た 

だ
き
ま
し
た
。 

日
頃
園
田
苑
に
か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
地
域
の
方
も
大
勢
参
加
さ 

れ
て
お
り
、
今
年
１
年
も
健 

康
で
楽
し
い
こ
と
を
た
く
さ 

ん
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思 

い
ま
す
。
来
年
の
新
年
会
に 

は
舞
台
で
何
か
披
露
で
き 

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と 

思
い
ま
す
！ 
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え
て
い
ま
す
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（法人理念） 

阪神共同福祉会は  

すべての人の命を大切にし 

地域福祉の担い手となる 

 

入居者忘年会 
12 月 16 日（土）恒例の入居者忘年会は、柿原さんの

乾杯の音頭で幕を開けました。 

特養家族会の、理事長や職員を巻き込んでの大型時代

劇「水戸黄門」、芸達者なデイ職員による２人羽織→尼崎

のおっちゃん達による六甲おろし、包括の新職員をフュ

ーチャーしたズンドコ節、２０１７年の余興といえばコ

レ！の特養職員によるブルゾンちえみ、アブナイ２人に

よるドジョウ掬い、〆は貫禄のボランティアグループ

「園」による銀座カンカン娘で、忘年会は華やかに盛り

上がりました。 

 ご家族の皆さんも多数参加して下さり、こういった行

事で一緒にお食事をとって頂いている時の喜んでらっし

ゃる入居者の姿を見る機会は大切だなと再確認すること

が出来ました。 

 次の大型行事は春のお花見です。満開の桜の下で、素

晴らしい天気で皆さんとお花見弁当を食べられることを

祈念して、忘年会はお開きとなりました。 

グループハウスもちつき 

１２月１７日、グループハウスでもちつきを行

いました。今年用意したもち米は２５㎏。尼崎ロ

ータリークラブ様から頂いたモチ米も加えて計

１５臼つきました。 

当日は、ボランティアの皆さんの他にも、子ど

も食堂に来てくれている子たちや、ご近所さん。

元豆腐屋のご主人も来て下さり、もちをたくさん

ついて頂きました。 

つきたてのもちは、用意していたトン汁の中に

入れたり、振る舞いもちを、入居者と一緒に作っ

たミニしめ縄をセットにして皆さんにお配りす

ることが出来ました。 

職員だけではとても出来ないことを、皆さんに

手伝って頂き、今年も無事に終えることが出来ま

した。２０１８年もよろしくお願いします。 

園田苑もちつき 

１２月２８日園田苑でも、もち 

つきを行いました。 

特養の入居者も、デイサービス 

や小規模多機能の利用者の皆さんも駆けつけて、銘銘にもち

をついて頂くことが出来ました。 

入居者の福井さんの息子さんの素晴らしいフォームには、

私も含め、皆さん感心されていました。小規模多機能での実

習が先日終了した関西保育福祉専門学校の生徒も４名ボラ

ンティアに駆けつけてくれて、初体験とは言いながら上手に

杵を使っていました。 

お水取り、つき手、こね手、丸め手の素晴らしい連携もあ

り、きめの細かい美味しいもちを完成させることが出来まし

た。園田苑では、もちつきが終わるといよいよお正月準備が

本格化。良い年をお迎え出来ますように。 

獅子舞い 

 ボランティアグループ「園」寺前さんのご紹

介で、１月２日若獅子会様に新年の舞を披露して

いただきました。子供たちの力強い太鼓やかわい

い踊り、笛の音に合わせて獅子が勇壮に舞う姿に

「すごいな～」「めでたいな～」と声が上がりま

した。舞のあとは今年１年の健康を祈念して一人

一人の頭を獅子に噛んでいただきました。地域の

中で伝統行事を守 

る活動をされてい 

る若獅子会様と御 

縁をいただきあり 

がとうございまし 

た。 


